
  

平成３０年３月学部・研究科教授会議事概要 

 

１．日 時  平成３０年３月７日（火）  １３時３１分～１４時４２分 

２．場 所  大会議室 

３．出 席 者  学部・研究科教授会構成員 ３０名 

 海外渡航等  １名 

  欠 席 者  １名 

          

議事に先立ち，研究科長から，２月２５日・２６日に実施された個別学力検査への協力に対

し，謝辞が述べられた。また前回（平成３０年２月学部・研究科教授会）議事要旨（研究科内

用），議事概要（学外公開用）について確認があり，原案どおり承認された。 

 

４．研究科議題 

（１）評議員の選出について 

   研究科長から，評議員の平成３０年３月３１日付け任期満了に伴い，評議員１名の選出につ

いて発議があり，投票を行った結果，評議員が選出された。     

 

（２）大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター運営協議会委員の選出について 

附属看護実践研究指導センター長から，資料に基づき説明があり，審議の結果，原案どおり

承認された。 

 

 

５．学部議題 

（１）平成３０年度看護学部個別学力検査（前期日程）合否判定について 

学部長から，個別学力検査（前期日程）の合否判定基準等について資料に基づき説明が

あり，審議の結果，合格候補者が選考された。 

 

（２）平成３０年度看護学部私費外国人留学生試験合否判定について 

   学部長から，私費外国人留学生選抜の合否判定基準等について資料に基づき説明があり，

審議の結果，合格候補者として選考された。 

            

（３）平成２９年度卒業判定について               

学部教務委員長から，資料に基づき説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

（４）平成３０年度看護学部兼担講師について 

学部教務委員長から，資料に基づき説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

（５）平成３０年度看護学部非常勤講師の変更について 

学部教務委員長から，資料に基づき説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

                         

６．報告事項 

（１）大学運営会議（２月２２日）について 



  

研究科長から資料に基づき報告があった。 

   ・シンポジウム「アジア・ユーラシアから考える国際化・地方創生・人材養成 

―大学からの発信―」の開催について 

 

（２）基金運営委員会（２月２２日）について           

研究科長から資料に基づき報告があった。 

 

（３）平成３１年度以降大学院入学試験学力検査等時間割について 

大学院入学者選抜委員長から，資料に基づき報告があった。 

 

（４）平成２９年度千葉大学看護学部卒業証書・学位記伝達式実施要領について 

   学部教務委員長から，資料に基づき報告があった。 

 

（５）特別教授会について 

   研究科長から，２月２８日に開催された特別教授会で決定した生活創成看護学講座健康増進

看護学教育研究分野（リプロダクティブヘルス看護学）助教候補者及び生活創成看護学講座地

域創成看護学教育研究分野（訪問看護学）助教候補者について報告があった。 

    

（６）各種委員会報告について 

研究科長から，資料に基づき報告があった。 

また以下のとおり報告があった。 

・国際活動委員長から，３月１日から外国人来訪者受け入れ実績を月ごとに集約していく旨

の報告と協力依頼があった。 

・学生生活支援委員長から，千葉大学公認サークル活動に関するアンケート結果について資

料に基づき報告があった。引き続き私費外国人留学生の講義への出席率が低いことについ

て，チューター制度における必要な支援の在り方や，私費外国人留学生の合格基準が他学

部と比較し低いことが原因ではないかとの意見があった。また構成員から，課外活動支援

部会でのサークル活動に伴う問題への検討状況について説明があった。                            

    

（７）教員の海外渡航について 

研究科長から，資料に基づき報告があった。 

 

（８）その他 

   ・研究科長から，亥鼻 IT室の図書館亥鼻分館への移設について，亥鼻地区総合教育研究棟施

設管理委員会にて承認された旨報告があり，使用ルールについては，後日学部学務係より

周知する旨併せて報告があった。 

   ・研究科長から，３月１２日（月）に実施される薬学部個別学力検査（後期）について，資

料に基づき説明があり，大学院生及び学部生においては入構禁止の周知徹底について，教

員においては検査場区域での静粛等について協力依頼があった。 

 

以上 


